
ブース来場者からの意見等

・首長に興味を持ってもらうためにはど
うすれば良いかを考えている。（行政）

・東北フォーラムを知らなったが、説明
を受けて良い取り組みだと感じ、法人会
員となった。（建設業）

・東北フォーラムの活動を知ることがで
きたので、今後積極的にイベントへ参加
したい。（建設コンサルタント）

・土木研究サークル(模型作成や土質実
験等を行う)に所属しているため、サー
クル内に持ち帰って東北フォーラムの活
動を周知したいと思った。（学生）

▲学生へPRを行っている様子
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インフラメンテナンス国民会議 東北フォーラム

EE東北’26 出展（令和8年6月3日～4日）
〇インフラメンテナンス国民会議東北フォーラムとして、インフラメンテナンスの重要性やフォーラムの
活動をPRした。

〇東北を始めとする各地の建設関係企業、官公庁、学生の方など16,700人が来場。
〇出展ブース前でインフラメンテナンスに関するアンケート調査を実施した（過去最高約220名）。
インフラメンテナンス国民会議の認知度は一般者71%、学生13%であった。
（ブース来場者へパンフレットとノベルティを配布）

〇一般者の認知度は昨年度から10ポイント上昇した（61％⇒71％）。ブースに来場いただいた大多数の
方がインフラメンテナンス国民会議に関して興味や関心を持っておられ、「今後東北フォーラムのイベ
ントに参加したい」との声も多く広報活動の重要性を実感した。今後も引き続きPRに取り組んでいく。

▲一般来場者へPRを行っている様子▲

▲出展ブース展示状況


